
新潟臨港海陸運送株式会社編著 「創業六十年史」

はしがき

小 林寿夫
（新潟臨港海陸運送・株〉

私は新潟臨港埠頭の経営を主業務としている新潟臨港海陸連送株式会社に勤務して

いる者であるが、来る10月27円、28「｜の両「l新潟市に開催される円木港湾経済学会に

ついて、新潟県並びに新潟市の港湾献の方々とともに、種々事務的のわ合を同学会の

矢野会長と関東学院大学の北見先生と行なっていたときに、全国でも珍らしい私有港

湾である新潟臨港埠頭に｜刻し、創業六十年史を一読するとよく理解できるから、この

際1966年の日本港湾経済学会年報にa依せたいので、至急書評的のものを立？いて欲しい

とのご依頼があった。

考するに私は創業六十年史のtHiかれた臨港という渦中にあり己が己を批判するよ

うな越であって、 何か商｜決い気持にiifi~f;こされている。

しかし、この広い日本国において、画然、たるー画の泊地迄所有し、幾多の閤剣｛を経

て今円を迎えている新潟臨港煽諺iについて、この機会を利用し我田引水論かもしれな

いが、内1JlUからの紹介と批評を大方諸賢に提供することは、同埠頭をまIIる方は勿論、

これから研究されようとする方々にとり、あながち無意義ではないと思Lわれるので筆

を執る次第である。

近時港湾の重3要性が非常に宣伝され、政府もまたこの問題に並々ならぬ熱をぬぐよ

うになったが、港湾の建設には巨額の投資を必須とし私企業としての採算がとれるに

は、 一朝一夕のものではなく 、 長期間に亘る辛－；~'fの存するところである。以下』闘を追

って記述することにする。

1. 創業の巻 （明治38年11月～大正7年10月〕

新潟臨港の歴史も発祥は明治に遡るのであって、草宣I］期は港湾とは縁も。；トりもな
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い、牛乳業から頁は始まるのである。 jj!nち明治38年11月12日、 現在の新潟県庁のすぐ

傍である白山浦1丁目に、株式会社新潟健康舎という名前で誕生するのである。

この前身は明治35年頃からこの場所で新潟健康舎の初代の経営者となった村山米策

が個人名で乳牛の飼育及び搾乳！販売を行っていたのが、事業の協力者を得て、株式会

社という形に発展したものである。資本金5万円であった。

村山米策は新潟県刈羽郡の産にしてその人となりはJFfJ但相照らした同郷の友人関矢

儀八郎の／if~源なる漢文に成る顕彰碑が、 今もなおそれを端的に物語っているが、 豪放

君事務、事業慾i践し壮年の頃は石炭採婦業、石油掘桜業などに従事し、最後に新潟市

に来り、知l己を得て牛乳業に従事するに至ったものである。

この乳牛飼育のための牧場地を求めて、村山専務は現在の臨港所有地で‘ある仏｜ノ下

一帯の原野に限をつけた。当時該地は広大なる国有地であり、砂漠あり沼あり荒野あ

りで、余り｜止人の泊J目するところではなかった。同専務は壮年時代鉱山業を目指し、

石油石炭などの鉱区調査した経験により、土地については一大見識を有し、明治40年

6月に至り忽ち国有地に隣接する民有地7,700坪を借り受け県の認可を得て牧場とし

たのである。

引き統き明治40"1＇ニ10月国有砂波J也の貸し下げ願』を県へ提11＼、 翌年5月これが許し

を得た。村山専務はこの地の）ム淡さに大いなる夢を持ち、日清日露の両役に大勝した

大円木箱’闘の隆々たる発展とともに、このillノ下地区も将来必らず、大飛躍があるで

あろうことを予期し着々と土地獲得の手を打った。それは土地を開怨して払下げを受

けることが可能であることを知ったのである。されど.JUは必ずしも平担ではなかった。

明治41年7月さきに払い Fげを受けた土地に対して予約払い下げ開銀の出願をしたが、

地元沼垂町役場当局はこれに不賛成を唱えた。これをlllJ有にしたいとの理由であった。

当H寺のJ_LJノ下は僅か数十戸の寒村であり、誠に荒涼たるもので交通の不使はいうも

さらなりである。ここで特筆大引けhべきことは、村山専務は測量の術を会得しており、

この荒地に小屋を作りできる限り隠密樫にことを進めるため、悪天候の「lを選んで土

地測量を行ったのて・ある。このような苦労を経て、頭初の借用地を買収して所有地と

なすとともに、明治＇！4年迄に4回に亙って貸し下げを受けるとともに、沼霊町長との

聞にも了解をとりつけ予約1m墾払い下げの出願を行し、、大正9年迄の問に約50万坪の
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土地を手に入れたので‘ある。これが臨港埠頭の母胎となった訳で、ある。この創業期の

土地入手に紙而を訓き過ぎる嫌いがあるかもしれないが、如何にして安い土地を確保

したかということが後々まで緩めて大きく響くので、今暫くこの項について記述を進

めることにする。

さていよいよ開裂に従布することになったが、 砂lt~J也の改良には；r~砂防止が第ーで

あるので、早くからぐみ苗や黒松i:Eiを植え付け海岸には毎年貸立工事を行い土地の保

護に努めた。また低地fftlでt主水田を造成した。これは近傍j災家の入櫛者の協力を得た

ものである。平J也や砂丘地には浜碗豆、浜小麦などを掃いて牧草を栽培し乳牛飼育に

も成績を挙げ、大Jf3年には合計96頭の牛を飼養し各地から見学者が跡を絶たなかっ

Tこ。

これらの事業のため多額の資金を嬰し、 新潟健康舎は資金的には、 苦~Eの連続て、は

あったが、村山専務の土地確保の執念は甚だ強く 、絶えず関係方面に執t!;JJに払し、下げ

運動を統けていたが、惜しむべくは大正4年 3月病を得て倒れ、同年 5月志半ばにし

て死去したのて司ある。土地問題に関係ある官庁も哀悼の意を表し、当時運動中の沼霊

地内の国有地97JllJ歩の払い下げを直ちに許可してその霊を慰めた。

翌 5年 1 週忌の法要が執り行われたが、 故人が生前より呼~＇~］·の地として選定してい

たlLiノFのj也に仰が建立されたのである。

この碑は現干E臨港錦頭の背後にある臨港台のあったゆかりの地に所ずEする社員クラ

ブの一角に移され、つい先n故人を偲び感大に除幕式が行われたばかりである。我々

は先人の偉業に深く頭を垂れるものである。村山耳r務死去後も故人の巡志を継ぎ近く

の大形村地内の国有地の貸し下げを出願し、予約払い Fげ1m墾の出願では大形村役場

と競願になり数年間対立したが、半々で折り合うなどして土地を増した。この闘にあ

っても、信波川河川敷の占用許可を出願しこれの許可を得ている。実に目覚ましい土

地入手ぶりである。このため土地の入手原（聞は当時とはいえ絡めて格安のj平当り50銭

｛立にしかついていない。

村山専務亡きあと、国有地の予約開墾払い下げの許可を得るため、側面的協力を得

ていた桜升二市作（後年新潟市長になった〉の身代りとして、明治L.!5年2月に取締役に

就任していた浅井宗左衛門が社長として新潟健康舎を率いた。 （大正319三8Pl在長制
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が設けられてから既に社長に任じていたが〉不ギにして桜井社長もまた村山専務綬後

半年で死去した。そこで同系の小坂井取締役がその後を室長ったが、ここに新潟健康舎

にとっては大問題である、大株主の密接な事業提携者である東洋物産株式会社に吸収

合併されようとする事件が起きたので‘ある。新潟健康舎は資本金10万 円払込済6万

2,500円の小会社であるが、白山浦の土地建物、並びに乳牛のほか広大な土地を所有

し、現代的表現でいうi極めて含み資産の大きい会社であるから、各株主は会社の将来

を大きく嘱望しているのに、合併条件が東洋物産に有利であって、これでは体のよい

会社乗取りではないかと、新潟市出身で長岡に在住していた山岸孝一郎はこれに反対、

長岡の財閥川上佐太郎に一部始終を持ち込み健康舎の株を集め、東洋物産との合併合

阻止し、大正7年10月川上佐太郎を柱とした役員団が生れることになった。当時この

事件は新聞紙上にはなばなしく報道され、－utの王F目を鋒動したので‘ある。

新潟健康舎の営業成紙は第1J切より第26期まで欠損は lj切もなく 、凡て利益計上で

あったがこれは賞讃するに足るものである。

2. 建設の巻 （大正7年10、昭和5年12)

新潟健康舎の社名は大正9年10月に新潟臨港株式会社と改められた。

これより先、長岡の人川上佐太郎が社長となったことは、前述のとおりであるが、同

氏は先代からの米の相場開lであり、その企図するところ実に雄大にして、朝鮮でB自主E

JJ；：業を営むなど、土地！HJ発では大いにJll!'!ilミを抱いていた。しかしill／下のような荒地

原野をものにすることはしかく容易の業でないことを察していたが、単に営幸IJを目的

としたものでなく、これを開発して県市のために貢献しようとの大きな夢を描いてい

た。

開発第一次計画として、大正8年3月工費20万円で低j也、池沼の思立と運河の据削

を考えたが、これは早急を尊ぶのあまり杜挑に過ぎ第二次計画が紋られるに至った。

l時恰も第一次世界大戦終息後にて、各種交通施設も発展の絡につき始め、新潟県内

て自’線私紛lが多く ＇~~通され、 また県営新潟港も信政川の河状整理にからんで修築が始

められたが、！県営新潟港は地減が狭少にて大量貨物の集散には不適当と思われた。そ

こで川 l二社長は県営jザImの短を補う節感iを建設して県市の発展を計るとともに、｜」｜／

下の所有土地を開発しようと決意したのである。現代用語でいうならば新工業港の述
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設を目論んだ訳である。

五港のーとして一時は盛名を馳せた新潟港で‘あるが、船紛の大型化につれての水深

を保つことができず、次第にl時代に取り残されんとした矢先、｛言波川｜河口の西突堤の

鉱築並びに大河主｜主分水の着工による信波川の治水策確立など明確化され、新潟港の胎

動が有識者の眼にl決り始めた！時点において、 信波川河口の地の利を生かし、緩めて低

阪な土地を擁してまIr大な計画を樹立したことは、誠に時宜を得ていたというべきであ

る。そこで川上社長は大正9年6月に入って開発第三次計画を策定して県へ許可申請

をするに至った。l時の新潟県知事太田政弘に対する山ノ下開発事業計図説明書は、港

湾の重要性を指摘すると同時に、早くも対岸満鮮との貿易の伸張を予想し、河口淡淡

により船舶￥＇~！地を作るとともに、 工場用地を作り 、 官級lに連絡する鉄道を敷設し百貨

の集散を促し製造工業を勃興させ、国県の繁栄に貢献したいと語っている。今でこそ

珍らしくないが当時としては凶期的の事業家の阪を備えていたというべきである。

この総工事費は合計210万円を計上しているが、当時の民間築港事業としては他に

鎖を見ないものであり、ill：の趨勢として県営l市磁の修築計画に対応する臨港の計画は

複雑微妙なものを内臓していたので、県並びに内務省でも慎重に検討し大正11年8月

これを許可した。ことここに至るまでの苦心はさぞやと思われるものがある。

これより早く大正8年12月には鉄道敷設の免許申請を行っていたが、大正9年8月

にはこの免許を受けている。 jjJ[初の鉄道建設の予算額は 625,000円であり、本線1J!IJ総

ともで：－13kmで‘あった。

かくして築港並びに鉄道の起工式は大正12年5月12Elの佳日に挙行された。関係者

として中央を始めi:vJ!h'j：の名士600名の来臨を乞い盛大に行われたので、あり、悠Aと牛

のl'Tiをはむ荒地に将来の繁栄を願う鍬が振り下ろされたので・ある。

これらの事業を遂行するため臨港は10万円の資本金を大正8年12月の株主総会で

100万円に地方uする決議をし1対9の割合で株主割当を行っている。続いて大正11年

9月の総会では倍額機資の決議を行い、資本金を200万円としている。 （｜昭和］2~三 7

月全額払込済〉大事業のため資本需要は非常’にl圧盛て・あったことは論を倹たない。

この頃本社は白山浦から官官JllJへ移し大正12年10月には山ノ下の事業地へ移している。

当時興味あることは、シベリヤ産木材を輸入し、県内並びに名古屋方面へ売り捌き、
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需要家の好評を得ていたが、主として露国の政局不安定が原因て‘この事業を永続きさ

せることのできなかったことは遺憾なことであった。今日でも新潟発のナホ トカ定期

客船航路の トラプノレなど今だに何か当時からのつながりがあるように思われ、ソ連液

化ガスの輸入問題などを想定するに当り、背筋に一抹の寒気を感ずる。

このような新事業の雌進期に入り始めた枢要なときに、傑出した川上社長の大正10

年5月の突然、の死は実に不幸な出来事であった。義弟川上佐次郎が同年7月その跡を

継いだ。

当時の事業予算は事業計画が大きく修正されるに応じて次第に巨級となり、時頭築

設並びに付属工事貨で400万円、鉄道建設費その他で90万円となり、総額500万円に

述しようとしている。今円の価J枠？としては明らかに50億円にも及ぶ大工事政である。

この頃現在の日木石油新潟製油所、北越製紙新潟工場に阻まれる焼島潟を鉄道建設

の際に生ずる砂山切り崩し土砂で埋立てることを土地所有者と共同で行ったり、信波

川の両岸を結ぶ連絡ポー トを運行する4］.；：業も行った。その他現今の口木ガス化学の松

浜工場j也区より沼霊地区までのパλを運行するなど、積極的に山ノ下地区の発展に力

を傾注している。今でこそ山ノ下は活気のあ・る繁栄を示しているが、当H寺にあっての

努力は涙ぐましいものがある。

築港工事は大正12年4月着工以来、新しく技師長を迎え波深船を）支い入れ、能力不

足を布llうため、岩松築港ーからi愛括経船を借り入わるなどして、非常なる努力をした結果

一部の埠頭が完成し、大正14年4月その名も縁起のよい平安メLというセメント積来船

を着けることに至ったので‘ある。

Jljl頭j也区の建設においては、運河にE寄りi苅閉橋を作り飲料水用の井戸を掘って上水

道を通し、 船員I~給水の他地区住民に供給し、第二種自家用電気工作物の設世許可を得

て、新潟水力屯気より屯力の供給を受け配屯所を通して地域内全般の配電を行った。

(II召手1115年3月まで継続〕その他樹木を植え遊間J也、遊戯場を｛乍り、貸住宅を作るな

ど人集めの手段を種々講じている。思えば何もない不毛の地と もいうべき山ノ下に、

意欲に燃えて近代的の港湾を造ろうとするものであるから、何から何まで用意しなけ

ればならえEかった訳である。

肝心の港湾設備として主要のものは、パケッ トエレベーターなるものを考案して機
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械荷役の哨矢としたことであり 、これに高架を付随させて石炭荷役の合理化を計った

ことは、賞して余りあるものがあると思う。これが広い敷地を自由に駆使して臨泌が

将来における新潟港で占める機械荷役の分野を略、独垣上的に担当する魁をなしたと

いっても過言ではない。

一方県営新潟築港は大正4年新潟市が計画し大正6年これを県に移管し、県は工4];:

を内務省に委託して大正15年3月漸く第一期工事を終えたので、ある。

ここで注目すべきこととして新潟港湾取締規則が大正13年9月に制定され、県営続i

頭においては、石炭、木材、鉱石、石油その他かさ高品、または他の貨物を汚損する

ようなものは、通常取扱わないこととしたものである。これにより臨港燥頭の性栴は

自ら定まり、この趣旨に沿って臨港は設計が一部変更されて建設された。

ところが県境頭の使用開始を前にして、一部港湾関係者がこの制定を不便なりとし

て、撤廃運動を起し新潟繭業会議所を動かして、大正15年3月県知事宛話、見訟を抗出

し、臨港また陳述書を作成して関係者に配布した。要は一部業者が臨港の繁栄に比し

県営の寂英をl奥じてのものと思われる。

この結果種々の経緯はあったが、昭和2年4月に至り遂に同規則は撤廃された。こ

の年2月には臨港は会社築港と県営築港との荷役諸掛り比t鮫表を公表して撤廃を不当

とする理由を明らかにしている。

思うにこの当時より県営実I臨港の問題は！圧胎しており、問題の複雑さを投げている

訳であるが、何等の補助を受けず、資金繰りに苦しみながら孜々栄々たる臨港の経？話

者にとっては、覚悟を新にせざるを得ないことであった。

臨港におけるその後の港湾工事は数多の困難の中にも次第に峻功し、昭和4年にさE

り現在のC場頭までその竣成を見るに至った。 （第一、第二錦頭の完成、第三時頭は、

入出港貨物の今後の増加を見て計画lすることにしている〕。

この当時の新潟港入出港貨物は大正15年では837,000屯であり今から見れば微々た

るものであるが、 大正13年が 709,000 屯であるから不況にも拘らず次第にJ.i~ ！Jll してい

る。

さて新潟港の航路の水深は、昭和2年では河口から当社船疑入口まで22尺その上流

は20尺を保つようになったが、冬季間に河口が埋まり19尺位となり、これが苦悩の在｛
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であった。この解決のため地元官民合同しての俊弘1€費予算の獲得と 、 県営航路への土

砂流入を防止するための信波川本流の真中に導水堤を築造することの運動に発展する

のであるが、これは少しく後の話になる。この波線費負担問題でまたもやー悶着ある

のである。

次に臨泌は日新しくも昭和5年9月に至り、毎月「臨港月¥19.」を作り臨港｜長l係の諸

事項を発表し関係各方面にこれを配付し、約1カ年間継続したことは、有意義なこと

であった。

ここで港湾運送事業関係の諸作業を臨港としてどのような形態で実施していたかと

いうことになるが．大正15年4月資本金20万円で新潟荷役株式会社 (I昭和16年12月後

述の新潟海｜控運送に合併された）が設立されているが、最も肝腎の元請作業権を新会

社へ移譲して新会社の基礎確立を計っているが、これは臨港の当llii＇の経蛍者としては

誠に手放かりであったと思われる。本家本元の臨港は建設に巨資を投じ怖に金融面で

苦境にllJれl吟しているに拘らず、最も旨味のあるステベ業を自社で抱かず新会社に任せ

るとは、我Aの感覚では理解できぬところである。当l時のように労働問題が今程の社

会性のないl時にこのステベ業で利益を生み出し木元の臨港建設の資金を測すべきにと

惜しまれてならぬことである。このことは昭和35年の日通問題の後に新潟臨港開発と

新潟海陸運送の合併によって解決されるが、思えば永〈尾をヲ｜いたものである。

臨港の繋船料を主とする港湾諸料金は、昭和5年10月正式に県より繋船岸壁使用料

徴収許可を受けたので、昭和6年1月より実施した。

臨港の鉄道業は大正13年12月に開始されたが、埠頭の建設状況と歩を合わせて貨物

：＠：は次第に桶加し、昭和5年には発着合計291,000屯に達した。しかし仲々鉄道業の

みで収誌をあげることはむずかしく 、地方鉄道補助法により、大正14年度上期より昭

和5年下期まで合計245,000円の補助金を受けている。これを更に延長し10年の満期

一杯の昭和9年まで、補助金の恩恵に預かっている。

倉庫業は昭和3年6月資木金30万円で臨港倉庫株式会社を設立しているが、戦時中

に他の倉庫業者に合併され、その合併会社の相当額の株式を取得したが戦後その株式

を処分している。これもまた臨港の経営上誠に惜しむべきことと思われる。飽迄も臨

港自体でこの会社を支配し臨泌を舞台にした、九ての業務を臨港は手掛けるべきであ
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ったと思われる。当Ii~＇建設された倉庫は、前述のとおり戦時中に臨港の手を離れたが

比較的堅牢に作られており、新潟地震に際しても陥没したけれども大した損傷はなく、

専門業者の手で立派に持ち揚げられて再び使用されている。

土地貸付は工場、商店、野積場、倉庫用地等に対して行われ、当時と しては適性な

貸付料を収受していたようであるが、今日のように臨港が一木立となり、港湾の機能

がうんぬんされるようになってくると、土地に対する観念が当時とは一変していると

はいえ、惜みても余る事態が感ぜられる。

併し戦時中の末期における疎開騒ぎで‘今の臨港ノミス道路における商店街が大部分疎

開させられたことは、 当社にとっては辛いなことであった。この頃農林省食糧倉庫を

誘致しようということで、県市と一体となり粁余｜曲折を経たとはいえ臨I港の土地約

7,000坪を寄付して（これに市が民有地7,000坪を買収して寄付）目的を達したことは

喜ぶべきことであった。臨港は自社で土地の地均しまで施工して寄付している。この

l時の一部民有地に対しては市は 1:151' 7円で買上げており、臨港のf!Jf有土地はこの例か

らしても非常な価値を示し始めて来ている。

臨港鉄道は昭和2年度末では総投下資木は84万円に及ひ、他事業分を合わせて同年度

末380万円にもなり、借入金利子は、借入金192万円に対し1年間に20万円も支払って

いた。この苦しい利払いの圧迫を軽減し、港湾、の改善に努力するためには、鉄道を国

営とすることがもっとも適当であるとして、 H百荊l2年12月就任した川上専務がこれに

当ることになった。 （臨港鉄道から発送される貨物運送収入中当社の収入割合は8%

に過ぎなかった。〉政府買収はこの後なかなか進まなかったが、皮肉にも鉄道収入が

激増し自立可能となった昭荊116年に歪り実現された。しかし新潟地震後国鉄自体の負

担により 2億円の線路復旧が成されたことは臨港には喜ぶべきことであった。

以上のような臨港の山ノ下地区開発の努力は着々と笑を結び大正1'1年末には戸数56

戸、人口270人が昭和4年末には戸数293戸、人口 l,z,14人に達したので・あるから、臨

港の地域開発の偉業は賞されてしかるべきものと忠われる。この功紋のーf{j5は昭和3

年6月に設立された臨港土地建物（昭和15年に臨港で合併した〉の力によるところが

多いと思われる。 （同社は臨港の土地分譲に当ったり、約 120軒の貸家建設を行った

りした。）
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昭和5年にはEl木港湾協会の第3回通常総会が新潟市において開催され、地元を含

め800名が参会し臨港埠頭も親しく視察を受け、賛辞を受けている。

牧畜業はその後も｜目指順調な成長を遂げていたが、昭和2年に歪り炭痘病のため痛手

を受け4年後に立ち直った。しかし大きく利益を挙げるという性質のものではなく 、

港湾の本業とは余りかけ離れているので、｜昭和16年に明治乳業に凡てを譲渡してしま

った。

JIP,和5年12月川上佐次郎社長は死亡し、 翌6年 1月には、中野財閥の雄中野四良JI太

が社長に就任した。

さきに取り上げた新潟港の水深は、予想を上聞る流下土砂のため、内務省新潟土木

出張所も困惑し、昭和2年度以降の波線は打ち切るという声明を出したので、大騒ぎ

となり新潟港水深増加速成会が結成され、運動の結果内務省は昭和2年から7年まで

総額93万円の予算を編成した。 （11.しこの金傾の中に毎年度分の県市の負担徽が含まれ

ている。

当時の臨港川上専務は、水深問題解決の一考察なるパンフレッ トを各方面に配付 し

て事態の解決を計っている。これが刺激となりJI！！，手115年には新潟港湾調査会が組織さ

れ、会長は県知事がこれに任じ、川上専務は委員として一番に名を列ねた。しかし何

時の世何時のl時代でも雑音はあるものにて、 水深増加l及び維持に"Jt•ーする経費負担につ

いて、国庫補助以外は県市の負担並びに貨物に対する負担にのみ帰せられ、臨港が負

担からはずされているという不満にみちた説が流されるに至った。 川上専務はこれに

対しまた新潟港における水深増加並びに維持に伴う受益者負担についてと題し、港湾

を公共の用に供している臨港は負担すべき筋合のものでなく 、水深増加lにより大型船

の岸壁荷役が可能となれば併荷役費が節約されそれを荷主が受益するとして、結局は

貨物の消費者が負担すべきであることを解明し世の蒙を啓！？目したのである。

川上専務は、llP,和4年1月には土地分譲代金の一部をもって生命保険団からの借入

金の一部を返済するとともに、尚借款期限の延長と利率のg1き下げにも成功している。

経営上その指向するところは的を得ていると思われる。

3. i皮澗の巻 （昭和 6 1～昭和15.9) 

地元事業家の中野四郎太は昭和4年に社業発展のため地元との関係を一層積にする
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という方針の元に、既に取締役に選任されていたが、川上社長の急逝により社長に就

任することになった。

さきに大活躍した川上専務は、川上家の事情及び専務個人の都合によって辞任した。

さて昭和6年には6月大河津分水の補修工事が完成し、新潟港の水深維持に好影響

が期待されることになり、9月に入り上越線が開通し東京との距離が著しく短縮され

た。この月満洲事変が勃発し、守備軍の増員及び交代が新潟港から出航することにな

り、 新潟港は大きく時代の脚光を浴びるに至った。

しかしながら当時の経済界は非常な不況であり、戦後の一方的インフレ昂進状況を

経験している今日考えられないようなことであるが、政府はこの年官吏減俸令を発表

している。わが国民間大会社もこれより先に減給を断行している。臨港もお多分に洩

れず、役員は報酬を辞退し、一部人員整理が行

いる。

この頃自信港は多額の借入金のため、 ~； ；＼·に金利の支払に悩まされると同時に大きな事

業計画のための資金不足と運転資金に苦悩していた。しかし新潟港全体としてはその

重要性が認識されるにつれて、その出入貨物は次第に増加を示し、I沼手1112年には、11討

和5年の99万屯に比べ157万屯の成長ぶりを示した。 （新潟鉄道局も｜昭和11年に設置

された。〉

中野社長時代特筆すべきこととして、臨港陣頭の県営移管問題がある。昭和8年頃

から臨港は県当局にl呼Jかけ交渉を開始したが、9年10月漸く県は具体案を示して来

たが、帰するところ、県側提示の価格があまりにも低廉なため、遂に妥結するに歪ら

なかった。翌日年県知事が新潟港の一元化について相当熱意があるとのことで、また

も交渉したが結実せず自然消滅となった。結局多大の犠牲を払って臨港を発展させて

きたことに対する正当な認識と妥当な評価が県側に欠如していたことが、最大の原因

と恩われる。

この頃県市の積極的な工場誘致策により、各種工場が臨港周辺に建設されたが、上｜

本鋼管、日本石油、北越製紙、新潟硫酸、昭和石油の前身の新津製油所等今に残る工

場が操業を開始するに至り、臨港の貨物取扱いを増加lした。

臨港1何百の東海岸は昭和6年に大河fll分水完成後は殊更に土砂の補給がないため、
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欠1貨が目立ち始め臨港の明治以来の植林や貨立による砂防工事の努力にも拘らず、冬

季の荒天l時による高波により、大きく欠演が促進されるようになった。古鮮に砂を満

放させての沈没や木杭の縦堤や柵を築造したが、自然の暴威の前にはさして効果を挙

げ得なかった。この高波のため苦心建設した臨港の運河は昭和11年11月には殆んど埋

められる悲速に遭遇した。このような自然の大エネノレギーに対抗する策は到底一民間

企業の能力には堪えられるものではなく、後年例の新潟地盤沈下対策5カ年計画の一

環として昭和36年から （この時私有地には国の防災工事は施工されないとの迎T)ijから

臨港の土地14万坪を県へ寄付した〉昭和39年に至る工事で漸く安心感の保てる護岸が

築造され、地震後もより強固に補強されたが、また後期j也沈対策工事で抜本的の補強

工事が加えられようとしている。

さて臨港の営業の概況を見ると昭和5年の入出港貨物は301,000屯昭和 12年は

374,000屯であったが、昭和5年では新潟港全体の32%を占め県営j；申頭より10%の高

率をぶしている。

昭和12年7月日華事変勃発後は、新潟港を経由する貨物は「｜を追って増大し、昭和

14年には 1,857,000屯に達した。船舶も大型化し港内水深の深度確保は益々要望され

てきた。昭荊H4年には臨港繋船最大吃水は21択、県営では20沢10吋を記録したが、頭

初計画iの予定深度には述しなかった。内務省、も事態を認識し、主航路を水深9米50に

後世~し、 導水提を建設し防司!it足を延長することなどを’自子とする 、 新潟港鉱築計画を

樹立し300万円の予算をもって議会を通過させた。新潟市も隣桜Ill］・中、Iを合併して人口

50万の大都市建設を企~I したのである。

このような状勢下にあって荷動きは一見活況を呈してきたが、膨大な借入金を背負

う臨港は、経営は一向に改普されなかった。 J］本勧業銀行より一挙に長期低利の借入

金350万円を導入し従来の借入金を一掃して、経営の立て直しを計画したが当時とし

ては余りの巨額であり勧銀の受け入れるところとならなかった。その後「l木興業銀行

にも19-1入れたが、これまた不成功に終った。

かくの如き経営の行きづまりを打開するため、中野社長は適当な引き受け者を地元

財界から物色したが発見で‘きず、当時の大連汽船を背景とするn満倉応の市川社長と

j延々交渉したが、足元を見た低価格のため交渉を打ち切った。まEにおいて川崎汽船の
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代理店を担当していた新潟海陸運送株式会社の池康太郎専務取締役に相談の結果、郷

土出身て、あり当時事実上の川崎汽船の主宰者て‘あった大久保賢治郎専務取締役に支援

を乞うに至ったので、ある。大久保専務は一時は断ったが、池専務の再三の懇請により、

自滅しようとする臨港の窮状を惜しみ、単なる1'f；幸ljのためのみでなく郷土のため臨泌

を救い、延いては県市の発展に寄与しようとの遠大なる理想に燃えて臨港救援に立ち

上ったのである。

そこで昭和14年11月15Fl資木参加！の契約書締結となり、臨港は資本金200万円を100

万円に減資し150万円を増資することに決定したのであるがこの150万円の大部分を川

崎汽船で引き受けたのて‘ある。また臨港の借入金200万円をも肩代りしてここに臨港

は再生の出発をなすことができた。正に救世主は川崎汽船であり大久保専務であった。

ここでまた記録に止めておかねばならぬことは、川崎汽船の引受株は九て後四日株であ

り減資後の！El株が年4分の株主配当を2カ年間継続した後で、なければ配当を辞退する

という誠に至り尽せりの資木参加で・あった。

ここに至るまでの臨港の会計上の記録は収支差引き半年l其IJで約5万円の赤字であ

ったが、 土地の他一 ｜二りが著しいのでtE期繰越利後を2万円程度計上できるよ うに、適

当な評価椛を計上して、 勿論~！\Ii配ではあったが3長国上の決算数字を約l塗していた。実

際に土地を一部売却したときには売去JI後の計上があったので、f.H眠従の計」二は行わな

かった。現在の臨港の土地の帳fl!：日1m絡はこの当llii＇のものが多いので 、たまたま売却が

あるとその殆んどが売却必となり、Ji主近に至る臨港のl民主主に大きく寄与していること

は否めないところである。

川崎汽船の資本参加後は臨港の業績は、急激に改善され昭和16年下期に至り、普通

株後配株とも平等に年4分の配当を行うに至った。

資本減少の経理処理！としては、従来満足な滅｛ilfif:賞却を行っていなかったので、間定

資産の償却として船舶院紫場業興業費で、801,238円．鉄道主主設!J1iで52,462円、土地

利用貸付業で 105,3,15円を行い他は来日債40,955円の布H棋に充当した。

4. 奮迅の巻 （昭和15.6～｜昭和29.5〕

新生臨港の社長には昭和15年HJ川崎汽船鋳谷社長、取締役には｜可社の大久保専務

が就任されたが、l崎氏は:flj；めて多i亡にて常！!VJは不可能なので、新潟市出身の元扶桑海
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上火災の小山専務を臨港の専務とし、走行潟海陸運送の池専務を現職のまま臨港の支配

人とした。

この後戦争の進展につれ、臨港は激減：する貨物を国策に沿って、獅子奮迅の勢で扱

い最燃j羽には月間200,000屯の貨物を扱い大いに国家に貢献したので、ある。

この間前期のとおり臨港鉄道は鉄道省の＇ff請により昭和16年 9 月買収契約~~に調印

し17年の永い歴史を閉じたのである。

＊産業も昭和16年1月明治乳業に凡てを譲渡し、創業以来の幕を下した。これより

早〈パス業は昭和8年9月現新潟交通の前身である新潟合同自動車株式会社に合併さ

れ、倍以ー川向洋連絡ポート業も後に渡辺渡船株式会社に移された。

11Wfm7年に至り当Iii［阿賀好川の向fJ!I）松ケ附村から臨港へ港湾労働者が多数作業にう｜と

ていたが、橋がなく冬季渡船の断続のため、2固に瓦り60数名の死亡を/-1：＼した。村当

局は臨港に哀訴し村有地22万:PY:と交換に長大橋を架けて欲しいと嘆願して来たので、

1¥!iにもろい臨港は早速これに応じ、金徴的にも資材的にも戦時中の困難を封｜して昭和

21年5月これを完成させた。この橋は後県に移管された。

この22万J5J1については戦時中川崎製鉄の工場が建設されるかも9'11れないとの希望も

-Jlif持たれたが、遂に実況しなかった。臨港はまたこの22万即の地に新潟港の補助港

を作ろうとの人；計画を持ったが、戦争が終り{9"1）の；段J也改革により極l餅に帰した。折角

のこ｜二j也も同法によりその大部分が失われたのであり、同法は臨港のよ うな会社にも絶

大な影響を与えたのである。

戦時中の取扱物資の急噌により臨港は、港湾設備においてB1 95m、D1. 2. 3. 420 

mの木桟橋をllH不n19年1月迄に完成させ （これがための資本金を250万円j羽して500万

円にした〉現夜のAl埠頭に120mに豆り本絡的な井筒岸壁と方塊岸壁の築造に着手

した。 （俊1!1£を含めl沼荊:J26年6月完成〉その他 E1. 2 310mは護岸工事のみに止った

がJJl在の臨港帰頭の形態は戦時中に回った訳て‘ある。またA2. 3 J申頭に荷役力補強

のため石川島重工業より大型起重機一基が移設されることになった。 (ill！，キ1122'.lf4月

完成）r昭和19年鉄道省は高！肉l／プクレーン2~まを設1冒した。

昭和20年8月敗戦を迎えたが、新潟港は投下された機雷のため、沈没船もあり水深

もなくなり荒れ＊てたものとなった。

-263ー



新潟港の復興には、経済安定本部の経済復興長期計画に基き昭和24年を初年度とす

る5カ年計画で大々的に修復されることになった。航路の水深計闘は臨港入口まで

8.5mその上流県営までは7.5mであった。この計画の実施により、徐々に立直り掃海

も海と保安ri＂と連合軍の掃海の結果27年1月日本海諸港に対し国際安全宣言が発表さ

れた。これは戦後の新潟港の出発にとって特記すべきことであった。

昭和23年臨港は私有港湾の整備を計るため新たに貨物通過料を設け、物｛ii日庁に許可

を申請し10月この許可を受けた。これは屯当り11円に申請し7円で許可されたが、爾

来今Flに至るまで、数回値上げされたが、よ く利用者の理解を得て浴湾施設の改善に振

向けられて来たことは臨港にとり卒せといわなければならない。昭和26年5月物価庁

長官より港湾施設使用料の統制令廃止で同年6月1Fl以後この規制は消滅した。なお

県では｜昭和4年4月県令で新潟港入港料徴収規則を施行し、民間の反対を十rpし切り、

登l/f!"t屯数と貨物に対し夫々屯当り料金を徴収した。臨港は臨港1寧頭施設に対し何等の

補助援助もなしに、入港料の全額を徴収することは、民業振興の大精神にもとるとし

て臨港埠頭矛lj用船舶より徴収した料金は臨港に下付するのが当然と主張したが、受け

入れられなかった。この規則は現在も生きており、年間5,000万円にも達するものと

なっている。 〈あるI時期県は反対に航路筋の波探費の分担を臨港に対して要求したこ

ともあったが勿論臨港はこれに応じなかった。〉

昭和26年昭和石油新潟製油所は 1万屯級タンカーでの原油輸入を計画lし臨港と協力

して、臨港泊地内の水深土器加を県へ申請したが、県はまたまた再燃した一元化問題に

からませて容易に許可しなかったが、 27年に至り俊弘~資臨港負担で許可された。土量

18万m3水深lOmであった。27年7月英国船マタ トラ号（9,185屯〉が原油を満載して

吃水311只でC岸壁に入港したことは臨港にとっても新潟港にとっても画期的のことで

あった。このことを契機と して臨港は戦時中に護岸のみを完成していたE1. 2 t判長

を危険物専用i申頭として築造を決意し、昭和31年3月末漸く完成させるを得た。

この危険物専用坤頭建設に当り、日木石油はこれからの油送管埋設工事に難色を示

し、公聴会まて· l) i~かれたが遂に現夜の県営北陣頭先端のドノレフイン建設に踏み切った。

同区域は新潟港の中心部であり将来問題のあるところと思われる。

昭和29年臨港の鋳谷社長は辞任し代って、大久保取締役が社長に就任した。資本金
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は昭和22年4月株式会社新潟ホテノレ合併のため、515万となり24年6月企業再建整備

計画により、700万円にi1Y/資27年10月には1,500万円に増資した。この間営業成績は資

木金の過少にD)Jけられるとともに、昭和26年に大型起重機4法の設置などがあり、 27

年には2告I）の配当を行うまでとなった。

昭荊J25'ij三港湾法が施行されて以来、27年1月に至りまたまた新潟港一元化問題が再

燃された。このときは新潟商工会議所会頭、新潟市議会議長などからも県知事宛一元

化促進の陳情警が出された。しかし結局は昭和9年当時の一元化と同様な理由で29年

12月に至り完全に解消された。これにより臨港は港湾事業に完成なしの言業どおり、

改修に改修を重ね、新潟港の発展に全力を尽すことになった。

5. 異変の巻（昭和29.6～昭京:135.9) 

昭和30年4月臨港の株式は始めて新潟証券取引所に上場された。この後引続き含み

資産の多い有望銘柄として人気銘柄となっていた。 ｜昭和31年11月には丸ピノレ内に東京

事務所を開設した。

このように事業も隆々として、将来の躍進が大いに期待されたとき、忌わしい地盤

沈下が、31年の始めより顕著になってきた。水溶性天然、ガス採取に伴う地下水の汲み

揚げがその原因であることは、科学技術庁の発表で明らかにされ自粛規制を含め4回

のガス採取規制が実施され、iil¥liく小康を得るに歪ったが、未だ!.';i＇.を安んじるまでに至

っていなし、。飽までも規tlil）を強化し沈下を完全停止しなければならないと思う。この

対策工事には臨港自体の工事を含め公共事業て‘多額の対策工事が行われたが、新潟地

震で元の奈阿慨となり、j也俣の災害復興で漸く立直ることを得たのである。

昭和33'9三2月賃金2,000円引き上げ要求に端を発したス トライキは、全日木港事与労

働組合｜守本海地方本f.iflの傘下にある臨港の組合員と関係会社の新潟海陸運送の組合員

を結集させ、2sn聞に亙る長期ストが行われた。夫々県地方労働委員会に提訴したり

大久保社長の止さ請により東京、横浜より応援を求め、－I時は組合員のピケラインを破

り強行荷役を行うかとし、う誠に緊迫した空気もあったが、市長、商工会議所会頭の調

停も入り妥結するに至った。これは労使ともども非常な試錬でありともに深く反省、の

~を体得した事件て‘あった。

昭和32年には臨港は開1￥！可能の屋恨の議20｛闘を有する10区匝lに分れたサイロ式の
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900坪の近代的倉庫をD2. 3埠頭に建設し、34年には地盤沈下で高くなった水面に

押し l二げられて破壊されたDl.2.3埠頭の木桟橋に代るものとして 422mに亙る井

約112~去を含む恒久的コンクリート桟橋を築造したりしたので、 資金需要は！町議となり

地資による資木金は次第に増加し、その他関係会社ホテノレ新潟の払込みのためもあり、

昭和36年12月には8億円を算するに至った。

さて新潟港の港勢は、昭和38年度は貨物呑l止量465万屯に達しFl木海第ーとなって

いる。しかし「！木全国では30番目［立であり、特定重要港湾の資格獲得を巡って運動中

であるが、今I民く時「！を要すると思われる。この原因は新潟港が河口港であり毎年の大

田；の土砂竣深を必要と し、 港湾胞設の改選tに ！ r•J ける予算をなかなか付けら九ないとこ

ろに大きな原因があるとして、抜木的の改？存策として｜苅屋分水案と河口分流集が論議

されたが、港の整備拡充もできるとともに海岸欠凱ーをも防止可能の関屋分水案が採用

され、45年の通水を目指して、建設省の工＇）＼：で、開始されたことは喜ばしいことである。

また新潟市は｜昭和39年には新産都市に指定され所謂新工業港として総額270億とい

われるがf潟東港の建設が急ピッチで進められることになり、現在では防波堤の建設と

航路の痢り込みが始まっていることは新潟港全体の発展のために慶賀すべきことであ

る。

お：迎発展の途上に、明暗禍福のあることは1)1：の常であるが、｜｜木通運が臨港の株式

を大J註に取得した問題は閑却のできないことである。

臨港の株式は新潟証券取引所上場波、昭和33年地元本荘証券の強し、勧奨により、野

村証券を幹事会社として東京で説明会をll日き、東京証券取引所の第二部銘柄として店

頭市場にも上場したが、同証券は個々の大株主を訪問して質い集めに狂奔し、遂に中

央大資木に集まったと思われる。これより当ll~j·の野村証券瀬川副社長より、日通の意

を体して重役の派illi:その他の要求が出されてきたが、大久保社長は理の通らぬことは

受け鋭いとして、公正取引委員会にも独禁法述反の疑いがありとして提訴するなど異

常な状勢となってきた。このときに当り II)ifiは児玉誉土夫氏を聞に立てて円満解決を

計ってきたので同氏と大久保社長の協議の結米最終的には、運輸省の勧告もあり持株

比率は「l通側40%となり、重役も「｜通{JUJよりIfit仁のように副社長 l名、常務取締役1

名、非常勤取締役1名となり、今II何等の問題なく 「！？古業務の発展に努bとる体制ぷ取
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られていることは誠に喜ぶパきことと恩われる。

この事件の最中新潟海陸運送株式会社は臨港に合併されたが、この合併は成るべく

して成ったものであり、早晩かくなる運命であったと思われる。何故なれば臨港はそ

の膨大な胞設を使用料をとって級陸運送に貸しゃlけていたが、使用料の値上げを巡っ

て~ijr；に当事者聞の札機があり 、 臨港の施設に対する投下傾が大きくなるにつれて、 最

早その使用料のみをもってしては、賄い切れない様相も歴然となり、長い年月の有無

相通じた観点からも一元的に社運の隆昌を目指した方が良策であることが早くから宕

取されていたのである。

昭和35年llJ'J社名を新潟臨港海陸運送株式会社に変更し、新しい第一歩を踏み出し

たのである。

6. 躍進の巻（｜昭和35.10～昭和39.6〕

合併による ~r しい会社は、 海｜控運送の九ての業務を継承し運輸会社中比類のない特

色を有することになったのである。所有する港湾、の胞設一切を使用して文字通り海陸

一賞作業を実施することができるようになった訳である。

昭和36年度において特筆しておかなければならないことは、33,500重iil:屯のその名

も併殺川丸としづ郷土の大河に因むタンカーが昭和石油の原油を満載し吃水10m70で

臨港舛頭に入港したことである。臨港は勿論新潟港としても始めてのことであった。

このIIのためには地元の逆輸省第一港湾建設局を始め！供、市の港湾謀、パイロッ

ト、 昭必、臨泌ーなど関係者が古IT－＇＜より数回の協議を行い 、臨港船促入口の土砂33,000

maのi変淡を｜白石と臨港で負担して実現に踏み切ったのである。

これを第一歩として新潟港の声倒は俄然、高まってきたのである。当時の新潟港の計

画水深lOm.に対して何故lOm70の吃水船が航路を迦jるのかとの疑問が生ずると思われ

るが、 これは河口港の宿命である水深維持のための淡淡を最低で~lj＼に lOmを保持でき

るように埋没を見込んて：・12m程度に先ず郷り下げるため、時期的に埋まらない｜時期に

大型船を入れることが可能なのである。 臨港船架は地縁沈下の只一つの取り柄である

水深附加lによって深いところはizmsoにも述するようになってし、た。

臨港海陸は37年8月には直江iitの将米の発展を見越して尚一江i-lt出張所を1m設した。

臨港11；・頭における超重量物錫の記録としては36年11月E1埠頭に日通は揚重カ 300
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屯のジソボーノレを建設して 250屯の日立製作所製の東北電力向け変電所用 トランスを

揚げDl埠頭背後より貨車発送している。

この年8月ホテノレ部門を切り隊し別会社として株式会社ホテノレ新潟を発足させ、新

しく近代的な建物を建設することになり、38年6月10億円のデラックスホテノレを建設

した。このホテノレには39年の6月新潟国体にご臨卒いただいた天皇皇后両陛Fに3rtl 

もご宿泊をいただいている。

昭和37年3月jtJ:l汽船より汽船JI慎丸1,650屯を先ず手始ゅに買入れ、海運業に乗り出

した。更に38年1月には鋼材輸送船万代丸3,145屯を竣功させ、続いて39年1月木材

専用船殉彦メL3, 275屯を建造し矢次阜に海運i'fll門を充実した。 40年11月には古い）｜頂丸

を売却し禰彦丸と同型の木材専用船米l」l丸を建造、41年4月に就航させた。 41年12月

には6.250屯のラワン材専用船を就船させる予定であり、42年7月には向型船をなお

一隻就航の予定である。

この外アメ リカのジエネラノレモータース会社からシボレーを直輸入の」二、新潟、富

山、111形、秋田の4県に販売する権利を入手し、37年9月から営業を開始した。また

38年4月には石川島コーリ ング株式会社の指定サービス工場として、同社製諸機械の

サービス及び関係部品の販売を始めた。

合併後の営業成絞は板めて順調であり、37年3月期では純益14,152万円を計上し配

当は前記より 2分捕の年8分であった。

7. 復興の巻（I昭和39. 6以降〉

昭和39年6月16日午後11時、大地鳴!f!}Jの新潟地躍が襲来した。 臨港煽頭は壊滅的

の損害を蒙り、一時は再起を危ぶまれる程であった。 しかし大久保社長の毅然たる方

針のもと、自力復興に踏み切り、北海道東北開発公庫より17億円、市中金融機関より

8億円を調達して昭和41年5月堂々たる臨港煽頭をl:l:＼現し、地元は勿論運輸省港湾問

よりも賞讃をいただき、而目を施したので、ある。地震直後はまた一元化問題が起った

が、法律を績にと りこの際一気に一元化に持ち込もう という県の態度は冷く 、臨港海

陸の存立を許さないが虫nき過酷な条件と見られたけれども、Eま回知事の希望もあり数

回の交渉が行われた。息詰るような場而もあったが結局自力復興に踏切った臨港海陸

は，結果的に見て、判断の誤りでなかったことを哀付けている。
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J也l卸土地震前に比へ高Aと土盛りされ臨港船ti;さはなお 60,ooom＇を波起草し岸壁は11

mの大パースが4パースも作られ4万屯の巨船が同時に3隻も繋留されるようになっ

たので、ある。大型起重機もA陣頭に高能力のものが2基新たに増備され、D2. 3持i

頭には誇るに足る 850坪の最新式倉庫が建設された。その他倉庫、事務所も新設樹上

げが行われ、鉄道は土盛の後に旧来どおり整然と！！泣き直され、地震の惨状を勿lるもの

にとって信じられないような復興を示している。

しかしながら、25億の新たなる借入金は創業時におけるような金利の負担を臨港ぬ

｜控に課することは火を焔るより明らかである。昭和＜10年度で新潟港は460万屯の貨物

を呑l止したが、この内小舟｜長l係 100万屯を差引き臨港と県営は約半々宛の貨物を取扱

っているが、臨港の収入を向上させるには何はともあれ、水J易商のJ.l'fl浩：を実現するに

あると忠われる。

再び港造りを始めた頃の昔~~£期を思い起し新しい貨物を誘致し、 あり余る設備能力

を活用することが当面の緊史誌であると思われる。各地の地域開発がIUj，ばれ、新潟港

の近傍でもTM江トj！.、澗問、Z太田と着々と整備され従来は臨港に入り貨車｛中継された相

当盈：の貨物が、直接それらの港に11'；げられるようになっている。前途は楽観を許さな

いものがある。

大久保社長は永年の海五~!Ji!.に対するぬ級により 40年11月勲三等瑞宝章の栄誉に輝い

たが、従業員は社長を中心として気を許すことなく生々発展の道を巡進することが)J干

必と！f¥J、われる。

以上詳細に亘って紹介傍々筆者の立見を加えてきたが、臨港は極めて珍らしい会社

であり、只単なるブックレビュー的のもので、は、l京本を読まれる機会を持ち得ない方

々にとって、不満なことと思われるので敢て詳細に記述し細い点まで触れ、県との問

題、地元業者との聞などをも記述したが、できればl京本は臨港海陸の関係先に贈呈し

てあるので、ご一見いただければ率いて・ある。 また今後私有港湾の経営を企図される

方々 にとりと参考になれば卒甚である。

（叩海陸連一社｜リ
昭和41年5月非売1f11
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